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4．　　　高齢者に対する治療方針における内分泌療法の役割
（外科学第三）　日馬幹弘、海瀬博史、中山　俊、青木達哉、
小柳泰久
最近11年間における75歳以上の後期高齢者58例の組織学的特
徴を解析し、75歳未満の症例と対比して検討を加えた。高齢
者においても進行度には差を認めず、組織学的に充実腺管癌、
小葉癌が多く、局所進展の少ない傾向が得られたが有意な差
は見られずERの陽性率のみ有意に高齢者に高かった。また、
腫瘍径に対するリンパ節転移の可能性は非高齢者群より低か
った。さらに、潜在的多臓器不全の見られる例が多かった。
乳癌は自然史が長く、全身は侵されにくい。高齢者であって
も充分なインフォームドコンセントがあれば、患者は安易に
乳房切除は選択しない。また最近、アロマターゼインヒビタ
ーが選択肢に加わったことで内分泌療法の適応は拡大されつ
つある。高齢者乳癌治療においてはERの陽性率の高いことを
考慮し、温存療法とホルモン療法を主体に行うべきであるこ
とが示唆された。
6．　　筋障害の原因が脱水によると考えられた高齢者の3
症例
（八王子医療センター・老年病科）藤井広子、近喰　櫻
（老年科）　高崎　優
我々は、脱水による筋障害の結果、ミオグロビン（MG）が増
加したと考えられた3症例を経験したので報告する。症例1は
99歳の男性、気管支炎にて入院。血清MGが500ng／皿1以上と高
かった。症例2は90歳の男性、肺炎で入院。血清MGが1200ng／ml、
尿中MGが2200ng／mlと高かった。症例3は、94歳の男性、脳梗
塞と誤嚥性肺炎で入院。血清MGが1500ng／ml、尿中MGが
250ng／m　1と高かった。高齢者は、感染などの炎症により脱水
症になりやすい傾向がある。その結果、末梢循環不全による
筋融解が容易におこる。したがって、特に高齢者において脱
水を早く診断するためには、尿の色調を見きわめることは重
要であると考えられた。
5． 中枢性尿崩症で発症した下垂体炎の3例 7． 7590GTTとBMI、体脂肪分布の検討
（脳神経外科学）　松邨宏之、西岡　宏、三木　保、伊東　洋
尿崩症で発症し組織学的検索の行われた下垂体炎の3例を経
験したので、その臨床病理像と治療方針を中心に検討した。
年齢は33～66歳、全例女性であったが妊娠と関係していたの
は1例のみであった。症状は2例が尿崩症のみで発症し、1例
は視力視野障害と前葉不全を伴っていた。MRIではよく造影
されるトルコ鞍部の腫瘤性病変を認め、後葉高信号の消失（3
例）と茎部の腫大（2例）もみられた。また、抗下垂体抗体
は3例とも陰性であった。経蝶形骨洞的アプローチによる部
分摘出術が全例に行われ、その後尿崩症の軽快を2例にみて
いる。組織学的には種々の程度のリンパ球を中心とした細胞
浸潤、浮腫、線維化を認めたが、多核巨細胞や壊死はみられ
なかった。本症の術前診断は一般に困難であるが、尿崩症発
症例の手術適応は慎重を要するものと考えられた。
（内科学第三）　野川深雪、田中明子、高田晴子、川崎泰久、
新井克典、久米雅彦、田中彰彦、調　進一郎、金沢真雄、
能登谷洋子、林徹
く放射線科）　柿崎　大、阿部公彦
【目　的】糖代謝と肥満の指標であるBMI、あるいはCTにて
計測した膀高位の内臓脂肪と皮下脂肪面積比（V／S比）との
関連を比較検討した。【方　法】外来通院中の患者88例（男
性55例、女性33例　BMI　28．1±4．4）を対象に7590GTTから
算出したΣBSとV／S比の関連について検討した。【結果】①
糖尿病型は66例（78％）、境界型は10例（13％）、正常型は8
例（9％）であった。②BMI　26．4以上の群では71％、26．4未
満の群では82％が糖尿病母であった。7590GTTによるΣBSは
両群間で有意差は認めなかった。③V／S比0．4以上の群では
80％、0．4未満の群では54％が糖尿病型であった。ΣBSはV／S
比0．4以上の群が有意に高値であった。（889±250vs677±
169）【結　語】糖負荷試験から算出したΣBSはBMIよりもV／S
比と密接に関連していた。糖尿病増悪因子である肥満を評価
する上で，BMIのみならず脂肪分布を考慮することが重要と
考えた。
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